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実証事業名：仮称）昭和の森テニスセンター クラブハウス 新築工事の建築実証

建築主等／協議会運営者：昭和飛行機都市開発株式会社／株式会社フェニックスホーム

１．実証した建築物の概要

用途 スポーツ施設（クラブハウス）

建設地 東京都昭島市 

構造・工法 木造（丸太組構法） 

階数 1 

高さ（ｍ） 5.000 軒高（ｍ） 3.250 

敷地面積（㎡） 564.93 建築面積（㎡） 185.42 

階別面積

（㎡） 

１階 176.80 

延べ面積（㎡） 176.80 ２階 － 

３階 － 

CLT 採用部位 壁 

CLT 使用量（m3） 加工前製品量 31.5m3、加工後建築物使用量 27.4m3 

CLT を除く木材使用量（m3） 11.0m3 

CLT の仕様 

（部位） （寸法 / ラミナ構成 / 強度区分 / 樹種） 

壁 120mm厚/3層 4プライ/ Mx60A/相当/スギ 

床 － 

屋根 － 

設計期間 2022年 8月～9月（2ヵ月） 

施工期間 2022年 9月～2023年 3月（7ヵ月） 

CLT 躯体施工期間 2022年 12月（1ヵ月） 

竣工（予定）年月日 2023年 3月 31日 

２．実証事業の目的と設定した課題

CLT を丸太材として使用したログハウスは、木材の収縮を抑えてセトリングしない特徴

を持つことから、セトリングのための開口部周りのスペースを設ける必要が無く、従来のロ

グハウスと比べ高い気密性の確保が可能であり、断熱・遮熱性能に優れた構造を有すると考

えられた。また、気密を確保することにより、高い遮音効果が期待される。ログハウスでは、

界壁構造のための間仕切り壁は通常ボードによるふかし壁等とする必要があるが、これは

ログハウスの特徴的な丸太材の壁をボードで覆い隠す必要があった。本実証事業では丸太

材表し壁の遮音構造についての検討を行い、界壁の遮音性能の認定取得を目指すことで、ロ

グ表しでの界壁としての利用を可能とし、ふかし壁のための工事を削減できることから、コ

スト・工期の縮減が可能となる。共同住宅への利用が可能となり、今後の CLT ログハウス

の需要が見込まれる。
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今回実証事業で設定した課題を以下に示す。

（１）CLT ログハウスにおける施工コストや工期の縮減効果について、RC 造との比較検討 
（２）CLT の材料コストの縮減方法を検討

（３）界壁の遮音構造を検討し、界壁遮音性能試験を実施

３．協議会構成員

（設計）一級建築士事務所 株式会社アールシーコア ＢＥＳＳ多摩営業所 ： 龍 恭一

（設計）株式会社フェニックスホーム一級建築士事務所 ： 松下 勝久（協議会運営者）、

菅野 真裕、松下 大紀

（構造設計）有限会社 レン構造設計事務所 ： 二連木 清

（施工）株式会社アールシーコア ： 河内 直彦

（CLT 供給）株式会社サイプレス・スナダヤ ： 砂田 雄太郎 
（プレカット）株式会社ダイテック ： 倉持 秀一

（監修）一般社団法人 木のいえ一番協会 ： 池田 均

４．課題解決の方法と実施工程

丸太組構法では、界壁構造には石膏ボードによるふかし壁が一般的であるが、実証事業で

は CLT ログを使用した界壁遮音性能の認定を目指した。丸太組では木自体を壁材として使

用するため、壁の質量が大きく、高い防音性を期待できると考えられた。また、中・高域の

音に対しては隙間対策が必要であるが、ノンセトリング仕様であるため気密性が高く、遮音

にも有効だと考えられた。丸太材の垂直方向の重なり部分やノッチ部分（丸太材の交差部

分）、丸太材の水平方向の継ぎ手部分、開口部との取り合い等に生じる僅かな隙間への対策

が必要であり、遮音性確保のための遮音構造の検討を行う。

＜協議会の開催＞

2022 年 10 月：第 1 回協議会、着工前確認、検討事項の確認、遮音構造検討 
11 月：第 2 回協議会、施工コスト・工期検討、遮音構造試験体検討 
12 月：第 3 回協議会、木工事進捗確認、工事改善点等確認、遮音性能予備試験 

2023 年 1 月：第 4 回協議会、施工コスト・工期検討、遮音性能予備試験結果報告 
2 月：第 5 回協議会、実証事業の取りまとめ検討、遮音性能試験結果報告 

＜設計＞

2022 年 8 月：実施設計 
8 月：構造設計 
9 月 8 日：建築確認済証交付 
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＜施工＞

2022 年 8 月：工事契約 
9 月：着工、仮設工事 
10 月～11 月中旬：基礎工事 
12 月上旬～中旬：木工事（建て方） 
12 月下旬～令和 5 年 1 月：木工事 
1 月：屋根工事、塗装工事 
2 月：内装工事 

2023 年 2 月～4 月中旬：設備工事 
4 月：外構工事 

＜性能確認＞

2022 年 12 月 19 日～21 日：界壁の遮音性能予備試験（CLT ログ H400） 
2023 年 2 月 6 日～10 日：界壁の遮音性能試験（CLT ログ H400） 

５．得られた実証データ等の詳細

設定した課題において次の結果が得られた。

（１）性能実証による界壁遮音性能試験

界壁の遮音試験体は CLT150mm と CLT90mm の二重壁構造とし、間に空気層（GW24K
を充填）を設けた。試験は２回実施し、１回目は予備試験として基準となるデータの取得を

行い課題・改良点の抽出、２回目の本試験で界壁遮音性能認定のための評価を行った。

 

図 5.1 試験体図（本試験）    図 5.2 試験体写真（本試験） 

（２）CLT ログハウスの建築実証による施工性の検討

CLT ログの組上げでは、CLT パネルの製品安定性とプレカットの加工精度の高さから反

りやねじれが少なく、ノッチ部（丸太組の交差部）の作業を容易に行うことができ、施工性

が向上し、ログ一段の高さを従来の丸太組と比べ、倍程度あることで施工段数が半分となり

短期間での組上げ完了したことで、工期短縮となった。
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６．本実証により得られた成果

CLT をログ材として使用する丸太組構法は、セトリングによる壁高さが変化することの

ないノンセトリング構造とすることで、従来の丸太組構法におけるセトリング納まりの施

工の煩雑さを解消することにより、工期の短縮、施工コストの削減を行った。ノンセトリン

グ構造は、セトリングをしないことからメンテナンス手間を軽減し、建設後の維持管理費用

を抑えることが可能であると考えられる。

本実証事業では、性能実証として CLT ログ材を使用した界壁遮音性能の認定を目指し実

験を行った。従来は石膏ボードによるふかし壁で施工していた界壁構造を、CLT ログ表し

のまま遮音壁として施工可能とすることを目指してきたが、試験の結果、基準を僅かに下回

ったため認定取得には至らなかった。今後は、この試験結果を元に再度、遮音構造の検討を

行い、ログハウスの特徴であるログ材表しでの界壁構造を実現することを目指していきた

い。これにより、界壁構造が必要な共同住宅への利用や、会議室やスタジオ、シアタールー

ムなど、外部への音漏れを防ぐ必要のある室への利用を可能にするなど、幅広く応用が可能

であると考えられる。

７．建築物の平面図・立面図・写真等

図 7.1 平面図    図 7.2 立面図 

（外観）   （内観） 

図 7.3 パース図 
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